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１．塗布工法の適用条件

適 用 範 囲

■適用可能な範囲

・ セメント成分を含むコンクリートおよびモルタル（材齢は問わない）

■適用できない範囲

・ セメント成分を含まないもの（樹脂コンクリートなど）

・ 既に浸透性吸水防止剤などが塗布され、撥水性が付与されたコンクリート

・ 施工目的（劣化要因）に、ＡＳＲや化学的侵食抑制対策が含まれる場合

■適用する面

・ 塗布方向（下向き、横向き、上向き）を問わず適用可能

・ 上向き（横向き）施工の場合、垂れ防止対策が必要

■施工時の環境

・ 気温５℃未満　　　　　：施工時の保温など養生対策が必要（施工後、０℃未満となっても問題ない）

・ 気温５℃以上４０℃未満：適用可能（３０℃以上の場合、散水し表面温度を下げた後に塗布を推奨）

・ 晴天・曇天：適用可能

・ 雨天　　　：材料が流れない程度であれば施工可能、流れる程度であれば養生が必要

・ 強風の場合、飛散防止措置が必要

■コンクリート表層部の状態

・ 付着物がない場合：適用可能

・ 付着物がある場合：材料が浸透しないため適用対象外（付着物を除去することで適用可能）

・ 乾燥状態の場合：適用可能（ＣＳ－２１の場合、要散水）

・ 湿潤状態の場合：適用可能（結露・浮き水等で表面が濡れている場合は、除去するまたは乾燥を待つ）

留 意 事 項

■設計時

・ 注入工法によるひび割れ補修が必要な箇所については、別途処理を行うこと

・ 劣化部など断面修復の必要がある箇所については、別途処理を行うこと

・ 施工前処理におけるひび割れ注入材および断面修復材は、無機系材料を推奨

■施工時

・ 材料が、アルミやガラスなどに付着すると白華し取りにくいため、施工の際にコンクリート以外の部分に
直接触れないよう養生などの対策が必要

■塗布後の養生

・ 施工完了後（最終工程完了後、表面の指触乾燥が確認された状態）から、塗布面上の歩行や車両の通行、
シートを敷いて資材を置くこと、埋め戻しなどが可能。

・ 塗布面が、雨水や朝露などにより水分が繰返し供給される屋外環境等の場合は、曝露状態のままで、特に
追加処理の必要はない。

・ 塗布面が常時水に触れる水槽の水張り、地下水位の高い箇所の埋め戻しなどの場合は、気中養生期間（２
週間以上）が必要。養生期間の確保が困難な場合は、ＣＳ－２１塗布後にポリマーセメントモルタルを被
覆することで養生期間を短縮することが可能。

■塗布面への他工法の適用

・ ＣＳ－２１シリーズ製品は水分の存在下で反応し、空隙を充填して効果を発揮するため、打ち放し仕上げ
を原則とするが、養生期間（２週間以上）経過後であれば、表層部の緻密な通常のコンクリート面と同様
として他工法適用について検討が可能

・ 必要に応じて、床版防水層や剥落防止ネットの接着、建築の美装や駐車場のラインなどが適用可能
（施工前に他工法適用の有無を確認してください）

・ 経年後は、ＣＳ－２１シリーズ製品の再塗布の他、各種コンクリート用補修・補強工法が適用可能
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２．塗布工法の工程概要および用語の定義

塗布工法の概要

用語の定義

１．前処理

施工箇所のコンクリートの表面および表層部の状況に応じて、下地処理、劣化部除去、断面修復工法を実施する
工程。

１－１．下地処理

ＣＳ－２１塗布工法の適用にあたってその施工面に健全で平滑な下地を形成するため、打継ぎ部や型枠の目違い、
コールドジョイント、豆板、木コン跡、浮き、漏水、断面欠損、ひび割れ、著しい凹凸、ぜい弱部などがある場
合に、健全で平滑な下地とするための工程。

１－２．劣化部除去

塩化物イオン等の劣化因子を含有した部分や、凍害等により劣化したコンクリートを必要に応じて除去する工程。

１－３．断面修復工法

劣化部を除去した箇所および欠損箇所を、必要に応じて鉄筋等の防錆処理を行った後、適切な材料および方法で
断面修復を実施し、元の断面に戻すための工程。

２．素地調整

施工箇所のコンクリートの表面および表層部の状況に応じて、塗布材：ＣＳ－２１シリーズ製品の含浸を阻害す
る要因の除去を目的として実施する工程。

２－１．付着物除去

施工箇所表面に、はく離剤等の油脂類、さび、レイタンス、苔、既存の表面被覆材等が付着している場合に、清
掃に先立って、これらの付着物をブラスト、サンダーケレン、高圧洗浄、ワイヤブラシ等により、できるだけ表
面を荒らさないように除去する工程。

２－２．清 掃

施工箇所表面のほこりや汚れを水洗い等により清掃する工程。

３．塗布工

施工箇所のコンクリート表面の乾燥状態および塗布材：ＣＳ－２１シリーズ製品に応じて、施工箇所の表層部の
水分調整、塗布材の塗布、湿潤散水を実施する工程。

３－１．表層部の水分調整

ＣＳ－２１の塗布に適した表層部の乾湿状態は、表面に浮き水がなく濡れ色が残っており、表面を指で触って指
に水がつかずに湿り気を感じる程度の乾燥状態（指触乾燥状態）。乾燥している場合には、散水による水湿しを
実施して、表層部を前述の指触乾燥状態とする工程。

ＣＳ－２１ネオ・ＣＳ－２１ビルダー塗布に適した表層部の乾湿状態は、表面に浮き水がない状態。

３－３．湿潤散水

ＣＳ－２１の塗布後、粘度調整のための散水を実施し、乾燥により粘度が上昇し含浸し難くなったＣＳ－２１に、
表面から流れない程度に水を噴霧または塗布し、水分を供給して粘度を低下させ、含浸を促進させる工程。

４．養 生（施工後の含浸面養生）

施工箇所が、雨水や朝露などにより水分が繰返し供給される屋外環境等の場合は、曝露状態のままで、特に追加
処理の必要はない。

水分供給のない屋内環境や躯体防水目的などの場合は、塗布工完了後に施工箇所を散水またはシート養生などに
より乾燥を防いで湿潤状態を保持し、反応を促進させる工程。

１.前処理

１-１.下地処理

１-２.劣化部除去

１-３.断面修復

２.素地調整

２-１.付着物除去

２-２.清 掃

３.塗布工

３-１.表層部の水分調整

３-２.塗布材塗布

３-３.湿潤散水

４.養 生

施工後の含浸面養生
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３．塗布工法の注意点

１. 含浸させるための注意点

１-１．表層部の水分調整

ＣＳ－２１の塗布に適した表層部の乾湿状態は、表面に浮き水がなく濡れ色が残っており、表面を指で触って指
に水がつかずに湿り気を感じる程度の乾燥状態（指触乾燥状態）です。

表面が乾燥状態でＣＳ－２１を塗布すると、ＣＳ－２１の水分がコンクリートに吸収されて急激に粘度が上昇し、
含浸しにくくなります。また、コンクリートの表層部に水が染み込み、空気と入れ替わるには３０分以上の時間
が必要です。

そのため、コンクリート表面が乾燥している場合は、散水して３０分～９０分経過した時点がＣＳ－２１塗布に
最適な状態です。

※ＣＳ－２１ネオ・ＣＳ－２１ビルダーの塗布に適した表層部の乾湿状態は、表面に浮き水がない状態です。

 表面乾湿状態の目安 （けい酸塩系表面含浸工法設計施工指針（案）：P174参照）

１-２．塗布材塗布

材料を噴霧器で散布した場合、あるいは刷毛等で塗布する場合も一方向からの塗布のみでは、材料が表面に付着
するだけとなりやすく、細孔空隙を充填できません。
刷毛を上下左右（十字方向）に動かし擦り込むことで、空気が抜けて、細孔空隙内部に塗布材が充填されます。

（乾燥が必要） ＣＳ－２１ネオ・ＣＳ－２１ビルダー塗布の適用範囲

（乾燥が必要） ＣＳ－２１塗布の適用範囲 （散水が必要）

①浮き水がある状態 ②乾きかけた状態 ③乾きかけた状態 ④乾きかけた状態 ⑤乾燥状態

①上下方向に塗布

②左右方向に塗布

塗布方法と細孔空隙充填のイメージ図
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１-３．湿潤散水

ＣＳ－２１は、塗布後の乾燥に伴い、徐々に粘度が高くなり浸透し難くなります。

ＣＳ－２１塗布後、指触乾燥が確認できる状態まで一旦乾燥させ、粘度調整のための散水（流れない程度）を行
い、含浸を促進させます。

また、より多くの材料を含浸させるためには、散水により溶解した表面のＣＳ－２１を吸い込みの良い場所に移
動させ、ローラー等で塗り込むことが効果的です。

２. 塗布器具の注意点

刷毛（ローラー・コテバケ等）による塗布

［ 長 所 ］

・ コンクリート表面を刷毛が擦る圧力がかかり表層部の空気が抜けて
材料と入れ替わるため、細孔空隙に材料を充填させる能力が高い。

・ 材料の飛散がほとんどない。

［ 短 所 ］

・ 刷毛に付着したコンクリートの成分が容器内の材料に移り、残った
材料をそのま放置すると反応が起き、使用できなくなる。

＊対策：使用量だけ小分けし、残りを元の容器に戻さないこと。

噴霧器などによる散布

［ 長 所 ］

・ 打継部や断面修復部等の表面に凹凸や鉄筋の露出がある箇所、作業
員の手が届かない狭隘部等の刷毛による塗布が不適な場合に有効。

・ コンクリートの成分が容器内の材料に移る恐れがない。

［ 短 所 ］

・ 細孔空隙に材料を充填する能力が低い。＊対策：刷毛等と併用

・ 風が強い時など、材料が飛散する場合がある。

・ 施工中に材料が乾燥して固まり、噴射口が詰まる場合がある。

＊対策：作業中断時はノズル先端を水に浸ける。作業終了後は噴射口・ホースを水通し洗浄する。
　　　　詰まった際は、水に浸け置きする。

塗布器具の選定例

[ 平 滑 面 ]

・下向き塗布：ローラー（噴霧器での材料散布と併用する場合あり）

・横向き塗布：ローラー／コテバケ

・上向き塗布：コテバケ／ローラー／刷毛

[ 凸 凹 面 ]

・噴霧器／刷毛

３. 塗布量および塗布回数の注意点

施工手順書などに記載の標準塗布量および塗布回数は、実績に基づく標準的な値であり、対象となるコンクリー
ト構造物の表層品質・施工目的・施工条件等の諸条件により　変更となる場合があります。　

材料噴霧後、ローラー塗布状況

ローラー

コテバケ

噴霧器（電池式）
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初期欠陥部の処理
・ひび割れ補修、断面修復など

素地調整
・高圧洗浄、簡易清掃など

劣化部の補修
・ひび割れ補修、断面修復など

素地調整
・高圧洗浄、サンダーケレンなど

初期欠陥部の処理
・ひび割れ補修、
　断面修復など

素地調整
・高圧洗浄など

※表面保護における要求性能の適用範囲については、下記の土木学会の表面保護工法関連指針を参照。

　「コンクリートライブラリー119 表面保護工法設計施工指針(案)工種別マニュアル編 表面含浸工マニュアル　4章 4.3表面含浸工の選定」

　「コンクリートライブラリー137 けい酸塩系表面含浸工法の設計施工指針(案) 　4章 4.4表面含浸工法の選定」

※ひび割れ補修については、「ひび割れ・漏水補修における工法および使用材料の選定フローチャート」を参照。

※躯体防水における事前協議事項（躯体条件など）については、資料「コンクリートの躯体防水」を参照。

既

設 あ
り

塗布工法の選定フローチャート

施
工
不
可

ＣＳ－２１ネオ塗布工法
適
用
外

新

設

表
面
保
護

要
求
性
能

ＣＳⅠ工法（ＣＳ－２１）

な
し

ＣＳ－２１ビルダー塗布工法

養生期間を短縮する場合

木コン部処理工法
CSⅡ＋ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ被覆工法

施
工
目
的

ＣＳ－２１保護美装工法

施
工
不
可

躯
体
防
水

事
前
協
議

な
し

打継ぎ部処理工法

ＣＳⅡ工法（ＣＳ－２１）
開口部等処理工法

あ
り

美
装
の
必
要
性

ＣＳⅡ工法（ＣＳ－２１）

適
用
範
囲
内
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ＣＳ－２１

ＣＳ－２１＋ＣＡ－２１

注入工法（パッカープラグ） ＣＳ－２１

* 手動式・機械式ポンプ使用 ＣＳ－２１＋ＣＡ－２１

※注入工法の必要性の有無については、コンクリート工学会（JCI）発刊の「ひび割れ調査、補修・補強指針」を参照。

※補助剤ＣＡ－２１は、ＣＳ－２１と併用、または混合液（ＣＳ－２１ＳＰ）として使用することで、ＣＳ－２１の反応を促進するため、
　既設構造物のひび割れ補修、漏水補修に適している。　

ひび割れ・漏水補修工法の選定フローチャート

ＣＳ－２１

漏
水
な
し

注
入
工
法
の
必
要
性

美
観
回
復
の
必
要
性

な
し

　塗布ひび割れ補修工法
ＣＳ－２１＋ＣＡ－２１

な
し

あ
り

ＣＳパテ工法 ＣＳ－２１ひび割れ補修セット

漏
水
の
有
無

あ
り

注入工法（注入プラグ） ＣＳ－２１

若
い

ＣＳ－２１

漏
水
あ
り

注
入
圧

低
圧

注入工法（打込みプラグ）
材
齢

古
い

高
圧
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ＣＳ－２１塗布工法

ＣＳ－２１ネオ塗布工法（ＣＳ－２１ネオ／１回塗布）

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１ネオ（塗布材）

作業フロー 実施事項 

施工前に、前処理（下地処理・劣化部除去・断面修復）および付着
物除去状況などを目視点検し、適切な状態であるか確認する。

施工箇所表面のほこりや汚れを水洗い等により清掃する。

表面が濡れていないことを目視・指触により確認し、ＣＳ－２１ネ
オ：２００ｇ/ｍ2（ロスを含まない）をローラーまたはコテバケで
塗布し、浸透させる。

ＣＳ－２１ネオ塗布後、表面の指触乾燥を確認し、施工完了。

※ 指触乾燥：表面を指で触った際に、指に液体がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

施工前点検

清 掃

CS-21ネオ塗布

１．ＣＳ－２１ネオ塗布
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ＣＳ－２１ネオ塗布工法（ＣＳ－２１ネオ／１回塗布）

注意事項 

留意事項

※ 標準仕様（標準塗布量・塗布回数）は、現場打ちコンクリート雨掛り部における施工実績に基

づく標準的な値であり、対象構造物の表層状態、環境条件および目的等によって増減＊する場合が

ある。
（塗布量２００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率５％［１０ｇ/ｍ2］を含む使用量は２１０ｇ/ｍ2）

＊二次製品（プレキャスト部材）や、標準より長く湿潤養生を行った新設コンクリートなど、表層品質が高く、

コンクリート表層部の空隙が少ないケースでは、

・予め、設計塗布量を標準塗布量より減らしておく（１０５ｇ／ｍ2×１回［ロスを含む］など）

・塗布回数を増やす（設計塗布量を２回に分けて塗布、１回目と２回目の塗布間隔を１日以上空ける）

・ＣＳ－２１ネオ塗布面の指触乾燥確認後に、湿潤散水を行い、浸透を促進させる

などの対策が有効。

＊同一範囲内で全面塗布と部分塗布を併用する場合（１回目に部材全面に塗布後、２回目に部材内の微細ひび

割れに沿って部分塗布など）には、標準塗布量よりも使用量が多くなる。

既設構造物など、コンクリート表層部の空隙が多く、塗布量が多くなるケースでは、ＣＳ－２１またはＣＳ－

２１ビルダーの方が適している。

※ ＣＳ－２１ネオ塗布後、表面の指触乾燥確認後に湿潤散水（水：１５０ｇ/ｍ2程度の噴霧・塗

布）を行うことは、浸透・反応の促進につながるため、実施してもよい。

※ 施工の際、コンクリート以外の部分に塗布材が直接触れないよう、養生などの対策が必要。

※ 塗布後、早期に被覆・接着などを行う場合には、施工完了後の翌日以降に複数回の散水（翌

日・翌々日：各２回など）を行う等の追加処理を推奨。
（施工前に塗布面への他工法適用の有無を確認すること）

【施工前点検】

事前に、前処理の必要性や付着物の有無について現況を確認して、施工前に、適切に処理

がなされているかを確認する。

【清 掃】

汚れを残すと、ＣＳ－２１ネオがそれを固めてしまい除去することが困難になる。

【ＣＳ－２１ネオ塗布】

ローラーまたはコテバケを上下左右（十字方向）に動かし、擦り込むように塗布し、材料

の溜まりやだれが出来ないようにする。

横向き塗布の場合、下部に材料が移動し易いため、ローラーまたはコテバケで上部に移動

させるように塗布する。

塗布から乾燥までの時間は、気象条件等の影響を受けるため、目視および指触により確認

する。（塗布から乾燥までの時間の目安：約３０～９０分）
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ＣＳ－２１塗布工法

ＣＳⅠ工法（ＣＳ－２１／１回塗布）

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１（塗布材）

作業フロー 実施事項 

施工前に、前処理（下地処理・劣化部除去・断面修復）および付着
物除去状況などを目視点検し、適切な状態であるか確認する。

施工箇所表面のほこりや汚れを水洗い等により清掃する。

前工程で高圧洗浄や水洗い等を行わなかった場合や、清掃から塗布
までに間隔が開き、表面が乾燥した場合は、散水等の水湿しを行う。

表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：２００ｇ/ｍ2（ロスを含まな
い）をローラーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ
ーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

湿潤散水後、表面の指触乾燥を確認し、施工完了。

※ 指触乾燥：表面を指で触った際に、指に液体がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

施工前点検

清 掃

表層部の水分調整

ＣＳ－２１塗布

湿潤散水

１．ＣＳ－２１塗布

２．湿潤散水
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ＣＳⅠ工法（ＣＳ－２１／１回塗布）

注意事項 

留意事項

【施工前点検】

事前に、前処理の必要性や付着物の有無について現況を確認して、施工前に、適切に処理

がなされているかを確認する。

【清 掃】

汚れを残すと、ＣＳ－２１がそれを固めてしまい除去することが困難になる。

【表層部の水分調整】

表層部の空気と水を入れ替えるため、散水後３０～９０分経過後に塗布を開始する。乾燥

までの時間は、気象条件等の影響を受けるため、目視および指触により確認する。

【ＣＳ－２１塗布】

ローラーまたはコテバケを上下左右（十字方向）に動かし、擦り込むように塗布し、材料

の溜まりやだれが出来ないようにする。横向き塗布の場合、下部に材料が移動し易いた

め、ローラーまたはコテバケで上部に移動させるように塗布する。

【湿潤散水】

過度の噴霧により塗布した材料を流さないようにする。散水により溶解した表面のＣＳ－

２１を吸い込みの良い場所に移動させ、ローラーまたはコテバケで擦り込むように塗布す

る。

※ 標準仕様（標準塗布量・塗布回数）は、現場打ちコンクリート雨掛り部における施工実績に基

づく標準的な値であり、対象構造物の表層状態、環境条件および目的等によって増減＊する場合が

ある。
（塗布量２００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率５％［１０ｇ/ｍ2］を含む使用量は２１０ｇ/ｍ2）

＊二次製品（プレキャスト部材）や、標準より長く湿潤養生を行った新設コンクリートなど、表層品質が高く、

コンクリート表層部の空隙が少ないケースでは、

・予め、設計塗布量を標準塗布量より減らしておく（１０５ｇ／ｍ2×１回［ロスを含む］など）

・塗布回数を増やす（標準塗布量を２回に分けて塗布、１回目と２回目の塗布間隔を１日以上空ける）

・施工完了後の翌日以降に複数回の散水（翌日・翌々日：各２回など）を行い、浸透を促進させる

などの対策が有効。基本的には、ＣＳ－２１ネオの方が適している。

＊同一範囲内で全面塗布と部分塗布を併用する場合（１回目に部材全面に塗布後、２回目に部材内の微細ひび

割れに沿って部分塗布など）には、標準塗布量よりも使用量が多くなる。

既設構造物など、コンクリート表層部の空隙が多く、塗布量が多くなるケースでは、ＣＳⅡ工法（ＣＳ－２１

の２回塗布）、またはＣＳ－２１ビルダー（２回塗布）の方が適している。

※ 施工の際、コンクリート以外の部分に塗布材が直接触れないよう、養生などの対策が必要。

※ 塗布後、早期に被覆・接着などを行う場合には、施工完了後の翌日以降に複数回の散水（翌

日・翌々日：各２回など）を行う等の追加処理を推奨。
（施工前に塗布面への他工法適用の有無を確認すること）
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ＣＳ－２１塗布工法

ＣＳ－２１ビルダー塗布工法（ＣＳ－２１ビルダー／２回塗布）

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１ビルダー（塗布材）
　【 主剤と助剤の２液混合型 】

＊混合比（標準配合）
　主剤：助剤
　＝５：１（重量比)

＊ゲル化タイム（上記標準配合時）
　約３０時間[２０℃]

作業フロー 実施事項 

施工前に、前処理（下地処理・劣化部除去・断面修復）および付着
物除去状況などを目視点検し、適切な状態であるか確認する。

施工箇所表面のほこりや汚れを水洗い等により清掃する。

主剤に、助剤を混合し、ＣＳ－２１ビルダー【混合液】を作製する。
ゲル化する前に使い切れる量ずつ作製する。

表面が濡れていないことを目視・指触により確認し、ＣＳ－２１ビ
ルダー【混合液】：２００ｇ/ｍ2（ロスを含まない）をローラーま
たはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１ビルダー【混合液】：１００ｇ
/ｍ2（ロスを含まない）をローラーまたはコテバケで塗布し、浸透
させる。

ＣＳ－２１ビルダー【混合液】塗布後、表面の指触乾燥を確認し、
施工完了。

※ 指触乾燥：表面を指で触った際に、指に液体がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

CS-21ビルダー
塗布（２回目）

施工前点検

清 掃

CS-21ビルダー
作 製

CS-21ビルダー
塗布（１回目）

１．CS-21ビルダー【混合液】塗布

２．CS-21ビルダー【混合液】塗布
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ＣＳ－２１ビルダー塗布工法（ＣＳ－２１ビルダー／２回塗布）

注意事項 

留意事項

【施工前点検】

事前に、前処理の必要性や付着物の有無について現況を確認して、施工前に、適切に処理がなされ

ているかを確認する。

【清 掃】

汚れを残すと、ＣＳ－２１ビルダーがそれを固めてしまい除去することが困難になる。

【CS-21ビルダー作製】

混合の際は、主剤に助剤を混合する手順を遵守のこと。

＊逆にすると練り玉ができ易く、均一に混ざらない場合があるため。混合後は、しっかりと撹拌す

ること。

【ＣＳ－２１ビルダー塗布】

ローラーまたはコテバケを上下左右（十字方向）に動かし、擦り込むように塗布し、材料の溜まり

やだれが出来ないようにする。

横向き塗布の場合、下部に材料が移動し易いため、ローラーまたはコテバケで上部に移動させるよ

うに塗布する。

１回目塗布後、表面の指触乾燥確認後より、２回目の塗布が可能。

※ ゲル化が始まった材料は使用しないこと。

※ 標準仕様（標準塗布量・塗布回数）は、現場打ちコンクリート雨掛り部における施工実績に基

づく標準的な値であり、対象構造物の表層状態、環境条件および目的等によって増減＊する場合が

ある。
（塗布量３００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率１０％［３０ｇ/ｍ2］を含む使用量は３３０ｇ/ｍ2）

＊雨掛りがない、ひび割れ密度が低いなど、コンクリート表層部の空隙が少なく、比較的 健全なケースでは、

・予め、設計塗布量を標準塗布量より減らしておく（２１０ｇ／ｍ2×１回［ロスを含む］など）

・塗布回数を増やす（設計塗布量を複数回に分けて塗布、塗布間隔を１日以上空ける）

・ＣＳ－２１ビルダー塗布面の指触乾燥確認後に、湿潤散水を行い、浸透を促進させる

などの対策が有効。

＊同一範囲内で全面塗布と部分塗布を併用する場合（１・２回目に部材全面に塗布後、３回目に部材内の微細

ひび割れに沿って部分塗布など）には、標準塗布量よりも使用量が多くなる。

ひび割れや凹凸が多いなど、経年劣化により、コンクリート表層部の空隙が多く、塗布量が多くなるケースで

は、標準塗布量よりも使用量が多くなる。

例）４４０ｇ／ｍ2［２２０ｇ／ｍ2×２回］（ロスを含む） など

※ ＣＳ－２１ビルダー塗布後、表面の指触乾燥確認後に湿潤散水（水：１５０ｇ/ｍ2程度の噴

霧・塗布）を行うことは、浸透・反応の促進につながるため、実施してもよい。

※ 施工の際、コンクリート以外の部分に塗布材が直接触れないよう、養生などの対策が必要。

※ 塗布後早期に被覆・接着などを行う場合には、「ＣＳ－２１ビルダー」ではなく「ＣＳ－２

１」の使用を推奨。
（施工前に塗布面への他工法適用の有無を確認すること）
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ＣＳ－２１塗布工法

ＣＳⅡ工法（ＣＳ－２１／２回塗布）

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１（塗布材）

作業フロー 実施事項 

施工前に、前処理（下地処理・劣化部除去・断面修復）および付着
物除去状況などを目視点検し、適切な状態であるか確認する。

施工箇所表面のほこりや汚れを水洗い等により清掃する。

前工程で高圧洗浄や水洗い等を行わなかった場合や、清掃から塗布
までに間隔が開き、表面が乾燥した場合は、散水等の水湿しを行う。

表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：１５０ｇ/ｍ2（ロスを含まな
い）をローラーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ
ーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：１５０ｇ/ｍ2（ロスを含まな
い）をローラーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ
ーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

湿潤散水後、表面の指触乾燥を確認し、施工完了。

※ 指触乾燥：表面を指で触った際に、指に液体がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

湿潤散水
（２回目）

施工前点検

清 掃

表層部の水分調整

ＣＳ－２１塗布
（１回目）

湿潤散水
（１回目）

ＣＳ－２１塗布
（２回目）

１．ＣＳ－２１塗布

２．湿潤散水

３．ＣＳ－２１塗布

４．湿潤散水
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ＣＳⅡ工法（ＣＳ－２１／２回塗布）

注意事項 

留意事項

【施工前点検】

事前に、前処理の必要性や付着物の有無について現況を確認して、施工前に、適切に処理

がなされているかを確認する。

【清 掃】

汚れを残すと、ＣＳ－２１がそれを固めてしまい除去することが困難になる。

【表層部の水分調整】

表層部の空気と水を入れ替えるため、散水後３０～９０分経過後に塗布を開始する。乾燥

までの時間は、気象条件等の影響を受けるため、目視および指触により確認する。

【ＣＳ－２１塗布】

ローラーまたはコテバケを上下左右（十字方向）に動かし、擦り込むように塗布し、材料

の溜まりやだれが出来ないようにする。横向き塗布の場合、下部に材料が移動し易いた

め、ローラーまたはコテバケで上部に移動させるように塗布する。

【湿潤散水】

過度の噴霧により塗布した材料を流さないようにする。散水により溶解した表面のＣＳ－

２１を吸い込みの良い場所に移動させ、ローラーまたはコテバケで擦り込むように塗布す

る。

※ 標準仕様（標準塗布量・塗布回数）は、現場打ちコンクリート雨掛り部における施工実績に基

づく標準的な値であり、対象構造物の表層状態、環境条件および目的等によって増減＊する場合が

ある。
（塗布量３００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率５％［１５ｇ/ｍ2］を含む使用量は３１５ｇ/ｍ2）

＊雨掛りがない、ひび割れ密度が低いなど、コンクリート表層部の空隙が少なく、比較的 健全なケースでは、

・予め、設計塗布量を標準塗布量より減らしておく（２１０ｇ／ｍ2×１回［ロスを含む］など）

・塗布回数を増やす（設計塗布量を３回以上に分けて塗布、塗布間隔を１日以上空ける）

・施工完了後の翌日以降に複数回の散水（翌日・翌々日：各２回など）を行い、浸透を促進させる

などの対策が有効。

＊同一範囲内で全面塗布と部分塗布を併用する場合（１・２回目に部材全面に塗布後、３回目に部材内の微細

ひび割れに沿って部分塗布など）には、標準塗布量よりも使用量が多くなる。

ひび割れや凹凸が多いなど、経年劣化により、コンクリート表層部の空隙が多く、塗布量が多くなるケースで

は、標準塗布量よりも使用量が多くなる。

例）４４０ｇ／ｍ2［２２０ｇ／ｍ2×２回］（ロスを含む） など

※ 施工の際、コンクリート以外の部分に塗布材が直接触れないよう、養生などの対策が必要。

※ 塗布後、早期に被覆・接着などを行う場合には、施工完了後の翌日以降に複数回の散水（翌

日・翌々日：各２回など）を行う等の追加処理を推奨。
（施工前に塗布面への他工法適用の有無を確認すること）
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ＣＳ－２１保護美装工法

ＣＳ－２１塗布＋ポリマーセメントモルタル被覆

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１（塗布材）
・ポリマーセメントモルタル（被覆材）

作業フロー 実施事項 

施工前に、前処理（下地処理・劣化部除去・断面修復）および付着
物除去状況などを目視点検し、適切な状態であるか確認する。

施工箇所表面のほこりや汚れを水洗い等により清掃する。

前工程で、高圧洗浄や水洗い等を行わなかった場合や清掃から塗布
までに間隔が開き、表面が乾燥した場合は、散水等の水湿しを行う。

表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：２００ｇ/ｍ2（ロスを含まな
い）をローラーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ
ーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、ポリマーセメントモルタルをコテ塗り・ハ
ケ塗り・吹付けにて被覆する。
ポリマーセメントモルタルは、所定の配合で水と練り混ぜ、均一に
なるよう充分撹拌してから使用する。

被覆材の強度発生後、散水等の水湿しを行う。

表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：１００ｇ/ｍ2（ロスを含まな
い）をローラーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ
ーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

湿潤散水後、表面の指触乾燥を確認し、施工完了。

※ 指触乾燥：表面を指で触った際に、指に液体がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

表層部の水分調整

施工前点検

清 掃

ＣＳ－２１塗布
(１回目:躯体)

湿潤散水
（１回目:躯体)

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ
被覆

表層部の水分調整

ＣＳ－２１塗布
(２回目:被覆材)

湿潤散水
（２回目:被覆材)

５．湿潤散水

３．ポリマーセメントモルタル被覆

１．ＣＳ－２１塗布

２．湿潤散水

４．ＣＳ－２１塗布
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ＣＳ－２１塗布＋ポリマーセメントモルタル被覆

注意事項

事前に、前処理の必要性や付着物の有無について現況を確認して、
施工前に、適切に処理がなされているかを確認する。

汚れを残すと、ＣＳ－２１がそれを固めてしまい除去することが困
難になる。

表層部の空気と水を入れ替えるため、散水後３０～９０分経過後に
塗布を開始する。乾燥までの時間は、気象条件等の影響を受けるた
め、目視および指触により確認する。

ローラーまたはコテバケを上下左右（十字方向）に動かし、擦り込
むように塗布し、材料の溜まりやだれが出来ないようにする。
横向き塗布の場合、下部に材料が移動し易いため、ローラーまたは
コテバケで上部に移動させるように塗布する。

過度の噴霧により塗布した材料を流さないようにする。散水により
溶解した表面のＣＳ－２１を吸い込みの良い場所に移動させ、ロー
ラーまたはコテバケで擦り込むように塗布する。

目安としては、湿潤散水（１回目）から２時間程度経過して塗り始
める。
湿潤散水（１回目）から１２時間以上経過し、表面が乾燥した状態
の場合は、水湿し後に表面が乾いた状態で塗り始める。
ポリマーセメントモルタルの重ね塗り時（不陸調整後の仕上げ等）
に間隔が空き、表面が乾いた場合は、水湿し後に表面が乾いた状態
で塗り始めるか、所定のプライマー（ＣＳモルタルの場合は、ＣＳ
ポリマー）を塗布してから塗り始める。

※ ＣＳ－２１の標準塗布量は、実績に基づく標準的な値であり、適用箇所の表層状態等によって増
　 減する場合がある。

（塗布量３００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率５％［１５ｇ/ｍ2］を含む使用量は３１５ｇ/ｍ2）

※ 躯体への塗布/散水（１回目）は、２回に分けて施工（塗布＋湿潤散水）しても良い。

※ 施工の際、コンクリート以外の部分に材料が直接触れないよう、養生などの対策が必要。

表層部の水分調整

施工前点検

清 掃

ＣＳ－２１塗布
(１回目:躯体)

湿潤散水
（１回目:躯体)

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ
被覆

表層部の水分調整

ＣＳ－２１塗布
(２回目:被覆材)

湿潤散水
（２回目:被覆材)
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ＣＳ－２１防水処理工法

ＣＳ－２１打継ぎ部処理工法

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１（塗布材）
・コンクリート

作業フロー 実施事項　　

レイタンス、品質の悪いコンクリート、緩んだ骨材粒等を高圧洗浄
またはケレン等により除去し、表面を粗にする。

打継ぎ面のほこりや汚れを水洗い等により清掃する。

前工程で、高圧洗浄や水洗い等を行わなかった場合や清掃から塗布
までに間隔が開き、表面が乾燥した場合は、散水等の水湿しを行う。

表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：３００ｇ/ｍ2（ロスを含まな
い）を噴霧器等で散布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布する。

湿潤散水後、表面の指触乾燥を確認し、ＣＳ－２１工法の施工完了。

通常の手順に従って、コンクリートを打設する。

※打継面へのＣＳ－２１散布・湿潤散水後から、新規コンクリート
打設までの時間は、間隔が空いてもよく、時間の制約がないため、
工程の都合に合わせて任意に設定できる。

は、ＣＳ－２１工法に含まれない一般の工程

※ 指触乾燥：表面を指で触って指に水・材料がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

表層部の水分調整

打継前処理

清 掃

ＣＳ－２１散布

湿潤散水

コンクリート打設

水平打継ぎ 鉛直打継ぎ
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ＣＳ－２１打継ぎ部処理工法

ＣＳ－２１打継ぎ部処理工法の施工時期について

注意事項

打継前処理の良否によって後から打ち継ぐコンクリートの付着力に
大きな影響を与える。
鉛直打継ぎ部にラス金網等を使用した場合は、必ず撤去する。

汚れを残すと、ＣＳ－２１がそれを固めてしまい除去することが困
難になる。

材料の溜まりやだれが出来ないようにする。

打継ぎ面に散水し十分吸水させ、表面の溜り水を除去し、コンクリ
ートを打設し、充分締め固める。

※ 標準散布量は、実績に基づく標準的な値であり、適用箇所の表層状態等によって増減＊する場合
　 がある。
　 塗布量３００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率１０％［３０ｇ/ｍ2］を含む使用量は３３０ｇ/ｍ2。

＊散布（塗布）量が増えるケース：沈みひび割れ等の空隙が多い場合（４００～５００ｇ/ｍ2）など

＊散布（塗布）量が減るケース：プレキャスト部材と現場打ちコンクリートの打継ぎ（２００ｇ/ｍ2）など

※ ＣＳ－２１を２回に分けて施工（散布＋湿潤散水）しても良い。

※ 打継接着剤や硬化促進剤との併用は避けること。

表層部の水分調整

打継面にＣＳ－２１を散布（塗布）する時期は、コンクリート硬化後（打継前処理完了
後）から、新規コンクリート打設までの間で任意に設定できる。

また、ＣＳ－２１の散布（塗布）から、新規コンクリート打設までの時間は、間隔が空い
てもよく、施工実績では、翌日から１年以上経過後と広範囲である。

ＣＳ－２１を散布（塗布）することで、打継面からの水や劣化因子の浸透が抑制できるた
め、現場の工程の都合にあわせて、早期に施工可能な時期を設定する。

打継前処理

清 掃

ＣＳ－２１散布

湿潤散水

コンクリート打設
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ＣＳ－２１防水処理工法

ＣＳ－２１開口部等処理工法

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１（塗布材）
・コンクリート／モルタル（充填材）

作業フロー 実施事項　　

充填面のレイタンス・ぜい弱部・緩んだ骨材等を高圧洗浄、または
ケレン等により除去する。

充填面のほこりや汚れを高圧洗浄や水洗い等により清掃する。

前工程で、高圧洗浄や水洗い等を行わなかった場合や清掃から塗布
までに間隔が開き、表面が乾燥した場合は、散水等の水湿しを行う。

ＣＳ－２１塗布 表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：１５０ｇ/ｍ2（ロスを含まな
（１回目） い）をローラーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水（水：１５０ｇ/ｍ2程
（１回目） 度）を噴霧器等で散布する。

コンクリート／ 通常の手順に従って、コンクリート／モルタルを充填する。
モルタル充填

ＣＳ－２１塗布 表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：１５０ｇ/ｍ2（ロスを含まな
（２回目） い）をローラーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水（水：１５０ｇ/ｍ2程
（２回目） 度）を噴霧器等で散布し、ローラーまたはコテバケで塗布する。

湿潤散水後、表面の指触乾燥を確認し、施工完了。

は、ＣＳ－２１工法に含まれない一般の工程

※ 指触乾燥：表面を指で触った際に、指に液体がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

湿潤散水

湿潤散水

充填前処理

清 掃

表層部の水分調整

開口部

配管部
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ＣＳ－２１開口部等処理工法

注意事項

下地処理の良否によって充填材の接着力に大きな差が出る。
スリーブ・型枠等を確実に除去する。

汚れを残すと、ＣＳ－２１がそれを固めてしまい除去することが困
難になる。

表層部の空気と水を入れ替えるため、散水後３０～９０分経過後に
塗布を開始する。

ＣＳ－２１塗布 材料の溜まりやだれが出来ないよう散布する。
（１回目）

湿潤散水
（１回目）

コンクリート／ 充填面に散水し十分吸水させ、表面の溜り水を除去し、コンクリ
モルタル充填 ート／モルタルを打設し、充分締め固める。

ＣＳ－２１塗布 表面が湿った状態で塗布すると、表面が白く結晶化する場合がある。
（２回目） 材料の溜まりやだれが出来ないよう塗布する。噴霧器を使用した場

合、散布後、ローラーまたはコテバケで引き延ばす。

過度の噴霧により塗布した材料を流さないようにする。

※ 標準塗布量は、実績に基づく標準的な値であり、適用箇所の表層状態等によって増減する場合が
　 ある。

（塗布量３００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率５％［１５ｇ/ｍ2］を含む使用量は３１５ｇ/ｍ2）

湿潤散水
（２回目）

充填前処理

清 掃

表層部の水分調整
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ＣＳ－２１防水処理工法

ＣＳ－２１木コン部処理工法

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１（塗布材）
・無収縮モルタル（充填材）

作業フロー 実施事項　　

木コン部の汚れ等を高圧洗浄、ケレンまたはエアーブロアにより掃
除する。高圧洗浄を行わなかった場合は、散水等の水湿しを行う。

ＣＳ－２１散布 表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：２００ｇ/ｍ2（ロスを含まな
（１回目） い）を噴霧器等で散布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、無収縮モルタルを充填する。

ＣＳ－２１塗布 充填材の強度発生後、表面の指触乾燥を確認し、ＣＳ－２１：２０
（２回目） ０ｇ/ｍ2（ロスを含まない）をローラーまたはコテバケで塗布し、

浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ
ーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

湿潤散水後、表面の指触乾燥を確認し、施工完了。

※ 指触乾燥：表面を指で触った際に、指に液体がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

充填前処理

無収縮モルタル
充填

湿潤散水
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ＣＳ－２１木コン部処理工法

注意事項

下地処理の良否によって充填材の接着力に大きな差が出る。

ＣＳ－２１散布 材料の溜まりやだれが出来ないよう散布する。
（１回目）

無収縮モルタル 無収縮モルタルは、モルタルコテ等により充分締め固める。
充填

ＣＳ－２１塗布 表面が湿った状態で塗布すると、表面が白く結晶化する場合がある。
（２回目） 材料の溜まりやだれが出来ないよう塗布する。噴霧器を使用した場

合、散布後、ローラーまたはコテバケで引き延ばす。

過度の噴霧により塗布した材料を流さないようにする。散水により
溶解した表面のＣＳ－２１を吸い込みの良い場所に移動させ、ロー
ラーまたはコテバケで擦り込むように塗布する。

※ 標準塗布量は、実績に基づく標準的な値であり、適用箇所の表層状態等によって増減する場合が
　 ある。

（塗布量４００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率５％［２０ｇ/ｍ2］を含む使用量は４２０ｇ/ｍ2）

※ 目安として、一般的なＰコン（５／１６，３／８）の内面積あたりＣＳ－２１：２００ｇ/ｍ2散
　 布した場合のおおよその値は、1ｇ／箇所。充填部を中心に約７ｃｍ角（約５０ｃｍ2）あたりＣ
　 Ｓ－２１：２００ｇ/ｍ2塗布した場合のおおよその値は、 1ｇ／箇所。

充填前処理

湿潤散水
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ＣＳ－２１防水処理工法

ＣＳⅡ＋ポリマーセメントモルタル被覆工法（養生期間を短縮する場合）

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１（塗布材）
・ポリマーセメントモルタル（被覆材）

作業フロー 実施事項 

施工前に、前処理（下地処理・劣化部除去・断面修復）および付着
物除去状況などを目視点検し、適切な状態であるか確認する。

施工箇所表面のほこりや汚れを水洗い等により清掃する。

前工程で、高圧洗浄や水洗い等を行わなかった場合や清掃から塗布
までに間隔が開き、表面が乾燥した場合は、散水等の水湿しを行う。

表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：１５０ｇ/ｍ2（ロスを含まな
い）をローラーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ
ーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：１５０ｇ/ｍ2（ロスを含まな
い）をローラーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ
ーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、ポリマーセメントモルタルをコテ塗り・ハ
ケ塗り・吹付けにて被覆する。
ポリマーセメントモルタルは、所定の配合で水と練り混ぜ、均一に
なるよう充分撹拌してから使用する。

※ 指触乾燥：表面を指で触った際に、指に液体がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

埋め戻し/湛水側

施工前点検

清 掃

表層部の水分調整

ＣＳ－２１塗布
（１回目）

湿潤散水
（１回目）

ＣＳ－２１塗布
（２回目）

湿潤散水
（２回目）

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ
被覆

５．ポリマーセメントモルタル被覆

１．ＣＳ－２１塗布 150g/㎡

２．湿潤散水 150g/㎡

３．ＣＳ－２１塗布 150g/㎡

４．湿潤散水 150g/㎡
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ＣＳⅡ＋ポリマーセメントモルタル被覆工法（養生期間を短縮する場合）

注意事項

事前に、前処理の必要性や付着物の有無について現況を確認して、
施工前に、適切に処理がなされているかを確認する。

汚れを残すと、ＣＳ－２１がそれを固めてしまい除去することが困
難になる。

表層部の空気と水を入れ替えるため、散水後３０～９０分経過後に
塗布を開始する。

材料の溜まりやだれが出来ないよう塗布する。噴霧器を使用した場
合、散布後、ローラーまたはコテバケで引き延ばす。
横向き塗布の場合、下部に材料が移動し易いため、ローラーまたは
コテバケで上部に移動させるように塗布する。

過度の噴霧により塗布した材料を流さないようにする。

目安としては、湿潤散水（１回目）から２時間程度経過して塗り始
める。
湿潤散水（１回目）から１２時間以上経過し、表面が乾燥した状態
の場合は、水湿し後に表面が乾いた状態で塗り始める。
ポリマーセメントモルタルの重ね塗り時（不陸調整後の仕上げ等）
に間隔が空き、表面が乾いた場合は、水湿し後に表面が乾いた状態
で塗り始めるか、所定のプライマー（ＣＳモルタルの場合は、ＣＳ
ポリマー）を塗布してから塗り始める。

※ 標準塗布量は、実績に基づく標準的な値であり、適用箇所の表層状態等によって増減する場合が
　 ある。

（塗布量３００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率５％［１５ｇ/ｍ2］を含む使用量は３１５ｇ/ｍ2）

※ 施工の際、コンクリート以外の部分に材料が直接触れないよう、養生などの対策が必要。

施工前点検

清 掃

表層部の水分調整

ＣＳ－２１塗布
（１回目）

湿潤散水
（１回目）

ＣＳ－２１塗布
（２回目）

湿潤散水
（２回目）

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ
被覆
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ＣＳ－２１断面修復工法

ＣＳ－２１クリアー＋ＣＳモルタル工法

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１クリアー（塗布材）
・ＣＳモルタル（充填材）

作業フロー 実施事項　　

所定の断面で斫り取る。

下地処理 斫り面の汚れおよび劣化部等を高圧洗浄により除去する。
（高圧洗浄）

断面修復部に鋼材がある場合、鋼材に防錆材をハケ等で塗布、また
は噴霧器等で散布して防錆処理を行う。

CS-21クリアー 表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１クリアー：２００ｇ/ｍ2（ロス
塗布（１回目） を含まない）を噴霧器等で散布し、浸透させる。

表面の指触乾燥確認後、ＣＳモルタルをコテ塗りで充填する。
ＣＳモルタルは所定の配合で水と練り混ぜ、均一になるよう充分撹
拌してから使用する。

CS-21クリアー 充填材の強度発生後、表面の乾燥を確認し、ＣＳ－２１クリアー：
塗布（２回目） ２００ｇ/ｍ2（ロスを含まない）をを噴霧器等で散布し、浸透させ

る。

ＣＳ－２１クリアー塗布後、表面の指触乾燥を確認し、施工完了。

は、ＣＳ－２１工法に含まれない一般の工程

※ 指触乾燥：表面を指で触った際に、指に液体がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

ＣＳモルタル充填

斫り

防錆材塗布

ＣＳモルタル コテ塗

CS-21クリアー 塗

斫り／高圧洗浄

（防錆材 塗布）

鉄筋

斫り／高圧洗浄

CS-21クリアー 散布

断 面 修 復 面 補 修

CS-21クリアー 塗

CS-21クリアー 散布

ＣＳモルタル コテ塗

26



ＣＳ－２１クリアー＋ＣＳモルタル工法

ＣＳモルタルの標準配合比（水／ＣＳモルタル）

＃１００ＰＳ（速硬型）：配合比１７.０％（１６.０～１８.０％）

＃１００Ｐ　（普通型）：配合比１６.５％（１５.５～１７.５％）

注意事項

基本的に劣化部は全て斫り取る。

下地処理 下地処理の良否によって、充填材の付着力に大きな差が出る。
（高圧洗浄）

CS-21クリアー 材料の溜まりやだれが出来ないよう塗布する。
塗布（１回目）

目安としては、ＣＳ－２１クリアー塗布後２時間程度経過して塗り
始める。ＣＳ－２１クリアーが完全に乾いた（１２時間以上経過）
場合は、ＣＳモルタルを塗る前に、水湿し後に表面が乾いた状態で
塗り始める。

ＣＳモルタルの重ね塗り時（不陸調整後の仕上げ等）に間隔が空き、
表面が乾いた場合は、水湿し後に表面が乾いた状態で塗り始めるか、
ＣＳポリマーを塗布してから塗り始める。

CS-21クリアー 表面が湿った状態で塗布すると、表面が白く結晶化する場合がある。
塗布（２回目） 過度の噴霧により塗布した材料を流さないようにする。

※ 標準塗布量は、実績に基づく標準的な値であり、対象構造物の表層状態、環境条件および目的等
　 によって増減する場合がある。

（塗布量４００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率１０％［４０ｇ/ｍ2］を含む使用量は４４０ｇ/ｍ2）

※ ＣＳ－２１クリアー散布後、表面の指触乾燥確認後に湿潤散水（水：１５０ｇ/ｍ2程度の噴霧・
　 塗布）を行うことは、浸透・反応の促進につながるため、実施してもよい。

ＣＳモルタル充填

＊ＣＳモルタル練上り後のコンシステンシーは、気温、材料温度、水温、ミキサの型式等により変化
しますので、必ず現場で試験練りを行い、良好な施工性が得られるように水量を調整してください。

※ ＣＳモルタルは薄塗り用（標準塗り厚：１０～３０ｍｍ）のため、斫り断面の程度により充填材
の変更が必要となる場合があります。断面または塗りが厚い場合は、細骨材の大きい厚塗り用の材料
を選定してください。

斫り

防錆材塗布
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ＣＳ－２１ひび割れ補修工法

ＣＳ－２１塗布ひび割れ補修工法（ＣＳ－２１／２回塗布）

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１（塗布材）

４．湿潤散水：２回目

３．ＣＳ－２１塗布：２回目

２．湿潤散水：１回目

１．ＣＳ－２１塗布：１回目 適用範囲

ひび割れ幅：0.2mm程度以下
挙　動　　：小
漏　水　　：なし

作業フロー 実施事項　　

ひび割れ部の汚れ等を高圧洗浄、ケレンまたはエアーブロアにより
掃除する。
高圧洗浄を行わなかった場合は、散水等の水湿しを行う。

ＣＳ－２１塗布 表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：１５０ｇ/ｍ2（ロスを含まな
（１回目） い）をひび割れを中心として一定の幅をローラー等で塗布、または

噴霧器で散布し、ひび割れに浸透させる。

湿潤散水 表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
（１回目） 噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ

ーまたはコテバケで塗布し、ひび割れに浸透させる。

ＣＳ－２１塗布 表面の指触乾燥確認後、ＣＳ－２１：１５０ｇ/ｍ2（ロスを含まな
（２回目） い）をひび割れを中心として一定の幅をローラー等で塗布、または

噴霧器で散布し、ひび割れに浸透させる。

湿潤散水 表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
（２回目） 噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ

ーまたはコテバケで塗布し、ひび割れに浸透させる。

湿潤散水後、表面の指触乾燥を確認し、施工完了。

※ 指触乾燥：表面を指で触った際に、指に液体がつかず、湿り気を感じる程度の乾燥状態。

下地処理
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ＣＳ－２１塗布ひび割れ補修工法（ＣＳ－２１／２回塗布）

注意事項

汚れを残すと、ＣＳ－２１がそれを固めてしまい除去することが困
難になる。

ひび割れ内部に充分浸透するようにする。
ＣＳ－２１塗布 目安としては、ひび割れを中心として幅約２００mmで塗布する。

（１回目） 噴霧器を使用した場合、散布後、ローラー等でひび割れ部に材料を
移動させるように塗布する。

湿潤散水 過度の噴霧により塗布した材料を流さないようにする。散水により
（１回目） 溶解した表面のＣＳ－２１をローラー等でひび割れ部に材料を移動

させるように塗布する。

ＣＳ－２１塗布
（２回目）

湿潤散水
（２回目）

※ 標準塗布量は、実績に基づく標準的な値であり、ひび割れの幅や深さ等によって増減する場合が
　 ある。新設の表面ひび割れ等、塗布量が少ない場合には、ＣＳ－２１を１回で施工（塗布＋湿潤
　 散水）しても良い。　

（塗布量３００ｇ/ｍ2の場合、標準的なロス率５％［１５ｇ/ｍ2］を含む使用量は３１５ｇ/ｍ2）

※ 施工の際、コンクリート以外の部分に塗布材が直接触れないよう、養生などの対策が必要。

※ 塗布のみでは、開口部までは埋まらないため、施工後のひび割れ部は外観変化がない。
　 美観の回復が必要な場合は、ＣＳ－２１ひび割れ補修セットを推奨。

下地処理
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ＣＳ－２１ＳＰひび割れ補修工法

ＣＳ－２１ＳＰ流し込みひび割れ補修工法

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１ＳＰ（塗布材）
　【 ＣＳ－２１とＣＡ－２１の混合液 】

作業フロー 実施事項　　

ひび割れ部の汚れ等を高圧洗浄、ケレンまたはエアーブロアにより
掃除する。

ＣＳ－２１に、ＣＡ－２１を混合し、ＣＳ－２１ＳＰを作製する。
ゲル化タイム前に使い切れる量ごとに作製する。

ひび割れ部の乾燥状態を目視確認し、ひび割れ内部に充分浸透する
ようＣＳ－２１ＳＰを油差し等でひび割れに沿って充填する。

初めに浸み込ませたＣＳ－２１ＳＰのゲル化タイム経過後、
ＣＳ－２１に、ＣＡ－２１を混合し、ＣＳ－２１ＳＰを作製する。
ゲル化タイム前に使い切れる量ごとに作製する。

開口部からあふれる（盛上げる）までＣＳ－２１ＳＰを油差し等で
ひび割れに沿って充填する。

ＣＳ－２１ＳＰのゲル化確認後、皮スキ・スクレイパー等により、
表面に付着した余分なＣＳ－２１ＳＰを除去し、仕上げを行う。

下地処理

ＣＳ－２１ＳＰ
作製（１回目）

ＣＳ－２１ＳＰ
充填（１回目）

充填（２回目）

表面仕上げ

ＣＳ－２１ＳＰ
作製（２回目）

ＣＳ－２１ＳＰ

ひび割れ
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ＣＳ－２１ＳＰ流し込みひび割れ補修工法

混合比とゲル化タイム（２０℃）

5 540
4 360
3 180
2 50
1 10 ＊CS-21の割合が多いと

　体積減少が少なく、
　割合が少ないと
　ゲル化タイムが短い。

注意事項

汚れを残すと、ＣＳ－２１ＳＰがそれを固めてしまい除去すること
が困難になる。

混合の際は、ＣＳ－２１にＣＡ－２１を混合する手順を遵守のこと
＊逆にすると練り玉ができ易く、均一に混ざらない場合があるため。
混合後は、しっかりと撹拌すること。

ひび割れ部に水が残っていると、材料が浸透しないため注意する。
ＣＳ－２１ＳＰを盛上げた開口部に凹みができた場合、周りの材料
を刷毛等でひび割れ部に移動させる。（液寄せ）

材料の浸透量が多い場合は、ＣＳ－２１ＳＰを追加して充填する。
ＣＳ－２１ＳＰを盛上げた開口部に凹みができた場合、周りの材料
を刷毛等でひび割れ部に移動させる。（液寄せ）

ひび割れ内部でゲル化したＣＳ－２１ＳＰに力が加わらないように、
表面に付着した余分なＣＳ－２１ＳＰを削り取る。

※ ゲル化が始まったＣＳ－２１ＳＰは使用せず、破棄すること。

※ ２回以上に分けてＣＳ－２１ＳＰを充填することで、充填率を高めることができる。

※ 施工の際、コンクリート以外の部分に塗布材が直接触れないよう、養生などの対策が必要。

※ 美観の回復が必要な場合は、ＣＳ－２１ひび割れ補修セットを推奨。
　 

CS-21:CA-21 ゲル化タイム
(重量比) (分)

 1： 1  10
 2： 1  50
 3： 1 180
 4： 1 360
 5： 1 540

下地処理

ＣＳ－２１ＳＰ
作製（１回目）

ＣＳ－２１ＳＰ
充填（１回目）

充填（２回目）

表面仕上げ

ＣＳ－２１ＳＰ
作製（２回目）

ＣＳ－２１ＳＰ

0

60
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240
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420
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600
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）

ＣＡ－２１に対するＣＳ－２１の混合重量比
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ＣＳ－２１ひび割れ補修工法

ＣＳパテ工法（ＣＳ－２１クリアー塗布＋ＣＳパテ充填）

概略図 使用材料

ＣＳ－２１ひび割れ補修セット
・ＣＳ－２１クリアー
・ＣＳパテ

適用範囲

ひび割れ幅：0.2mm程度以下
挙　動　　：小
進行性　　：非進行性
漏　水　　：なし

作業フロー 実施事項　　

補修箇所のコンクリートに合わせて、３色のＣＳパテより選定また
は、任意に混ぜ合わせて調色する。

ひび割れ部の汚れ等をケレン、エアーブロアまたは水洗い（高圧洗
浄）により掃除する。

ＣＳ－２１クリアーを塗布する前に、ＣＳパテを均一になるまでよ
く混ぜる。混ぜ終わったら直ぐに蓋を閉める。

ＣＳ－２１クリア ひび割れ部の乾燥状態を目視確認し、ひび割れ内部に充分浸透する
ー塗布（１回目） ようＣＳ－２１クリアーをハケ等で塗布する（染み込ませる）。

ＣＳ－２１クリアーが乾かないうちに、ひび割れ内部にＣＳパテを、
ゴムヘラ・スポンジ等ですり込む。

コンクリート表面にはみ出したＣＳパテは、硬化する前にスクレー
パー等で削り落とす。

ＣＳパテの硬化確認後、サンドペーパー等により、表面に付着した
余分なＣＳパテを除去し、仕上げを行う。

ＣＳ－２１クリア 削り粉などのほこりをエアーブロアー等で除去し、ひび割れを中心
ー塗布（２回目） に幅１０ｃｍ程度に、ＣＳ－２１クリアーをハケ等で塗布する。

施工直後（施工１２時間後程度以内）に、降雨等で施工箇所が水に
濡れる恐れがある場合は、シートで覆う等の養生対策を行う。

事前色合わせ

下地処理

ＣＳパテ撹拌

ＣＳパテ充填

表面仕上げ

乾燥養生
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ＣＳパテ工法（ＣＳ－２１クリアー塗布＋ＣＳパテ充填）

注意事項

予め、CSパテ乾燥硬化後、サンドペーパー等で表面が荒れた場合の
色を確認してから色合わせを行うこと。
色味の濃い場合は、CSパテに無機顔料を加えて調色することも可能。

汚れを残すと、ＣＳ－２１クリアーがそれを固めてしまい除去する
ことが困難になる。

ＣＳパテの蓋を空けると浮き水がある状態なので、傾けてこぼれな
いよう注意する。金属のヘラ等の薄く硬いもので、容器の底まで突
き刺して固形部分を細かく切るようにしてからかき混ぜる。

ＣＳ－２１クリア ひび割れ部に水が残っていると、ＣＳ－２１クリアーが浸透しない
ー塗布（１回目） ため注意する。

ＣＳパテは乾燥すると固化するため、プラスチックの板などに適量
を取り、直ぐに蓋を閉める。（作業中であれば、容器開口部を湿っ
た布で覆い、ＣＳパテの乾燥を防ぐことで代用しても良い）

完全に固化してしまったＣＳパテは、除去することが困難になる。

健全部の表面を過度に荒らさないよう注意する。

ＣＳ－２１クリア サンドペーパー等の使用により、荒れた表面の保護を目的として塗
ー塗布（２回目） 布する。

ＣＳパテは乾燥すると固化するため、固まる前に水に触れると硬化
不良となる場合がある。

※ 施工数量の目安は、幅0.2ｍｍのひび割れの場合、１セットあたり約１０ｍ。
　 ひび割れの幅や深さ等によって増減する場合がある。

※ ひび割れの延長が長い場合、全体に一度に塗布すると、ＣＳパテのすり込み前に、ＣＳ－２１ク
　 リアーが乾燥するため、範囲を区切って（例：延長３０～５０ｃｍ単位）施工する。

※ 詳細については、施工動画、FAQ（よくある質問）を参照。

※ ひび割れ注入時のシールとしても適用できる。

事前色合わせ

下地処理

ＣＳパテ撹拌

ＣＳパテ充填

表面仕上げ

乾燥養生
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ＣＳ－２１ひび割れ補修工法

ＣＳ－２１注入工法：ひび割れ補修（低圧注入、注入プラグ）

概略図 使用材料・器具

・ＣＳ－２１（注入材／塗布材）
・微粒子セメント（注入材／仕上材）
・ＣＳパテ（仕上材）
・速硬性エポキシ樹脂（接着剤）
・剥離シール（接着剤／シール材）
・注入シリンダー（注入器具）
・注入プラグ（注入器具）

適用範囲

ひび割れ幅：0.2mm以上
漏水：なし

作業フロー 実施事項　　 　

コンクリート表面の汚れ等をケレン、エアーブロアまたは水洗い、
高圧洗浄により掃除する。

注入プラグを接着剤でひび割れ上に貼り付ける。
急を要する場合は速硬性エポキシ樹脂、美観を重視する場合は剥離
シールを使用する。

ひび割れ表面をシール材（剥離シール）にてシールし、硬化するま
で養生する。

ＣＳ－２１を充填した注入シリンダーを注入プラグに取り付け、Ｃ
Ｓ－２１を先行注入する。

微粒子セメント ＣＳ－２１を注入した注入シリンダーを取り外し、微粒子セメント
注入 を充填した注入シリンダーを注入プラグに取り付け、微粒子セメン

トを注入する。

注入材硬化後、注入器具（シリンダー・プラグ）およびシール材を
撤去する。

ひび割れに沿ってＣＳ－２１：２００ｇ/ｍ2（ロスを含まない）を
ハケ等で塗布し、追っかけで微粒子セメントの固練りまたはＣＳパ
テをすり込む。微粒子セメントまたはＣＳパテが固まるまでに削り、
平坦に仕上げる。

表面乾燥状態で、ＣＳ－２１：２００ｇ/ｍ2（ロスを含まない）を
ひび割れ表面にハケ等で塗布する。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ
ーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

湿潤散水後、表面の指触乾燥を確認し、施工完了。

下地処理

注入プラグ取付

ひび割れシール

ＣＳ－２１塗布

湿潤散水

ＣＳ－２１注入

注入器具･シール材
撤去

表面仕上げ
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ＣＳ－２１注入工法：ひび割れ補修（低圧注入、注入プラグ）

＊シール方法：剥離シール

注意事項

汚れを残すと、ＣＳ－２１がそれを固めてしまい除去することが困
難になる。

目安としては、間隔を約250mmで取り付ける。
注入圧に耐え得るよう、充分接着させる。

使用するシール材の規定する幅と厚さに準拠して施工し、切れてい
ないことを確認する。
養生時間はシール材の種類・施工時の温度等により異なるが、一般
的に１０時間以上。

勾配の低い方から注入し、隣接する勾配の高い注入口からの材料流
出を確認して、順次勾配の高い方へ移動し注入していく。

微粒子セメント 所定の配合で練り混ぜた微粒子セメントを裏ごしし、練り玉を除去
注入 して使用する。

ＣＳ－２１注入と同様に、勾配の低い方から注入し、順次勾配の高
い方へ移動し注入していく。

目安としては、ひび割れを中心に幅約50mmで塗布する。
塗布したＣＳ－２１が乾かないうちに、微粒子セメントの固練りま
たはＣＳパテをすり込む。

充填材が完全に固化してしまうと、除去することが困難になる。
美観を重視する場合は、表面に付着し残った分は、サンドペーパー
等で除去する。

部分補修の目安としては、ひび割れを中心に幅約１００mmで塗布す
る。部材全面を塗布する場合は、適用する塗布工法の手順に準拠。

過度の噴霧により塗布した材料を流さないようにする。散水により
溶解した表面のＣＳ－２１を吸い込みの良い場所に移動させ、ロー
ラーまたはコテバケで擦り込むように塗布する。

※ ひび割れのシールを、表面仕上げ（ＣＳ－２１塗布＋微粒子セメントまたはＣＳパテすり込み）
　 と同様の方法で行っても良い。 [シール材撤去の手間を省略し、硬化待ち時間も短縮できる]
　
※　耐久性・水密性向上対策としては、表面仕上げ後の部材全面を塗布を推奨。

下地処理

注入プラグ取付

ひび割れシール

ＣＳ－２１塗布

湿潤散水

ＣＳ－２１注入

注入器具･シール材
撤去

表面仕上げ
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ＣＳ－２１漏水補修工法

ＣＳ－２１注入工法：漏水補修（低圧注入、打込プラグ）

概略図 使用材料・器具

・ＣＳ－２１（注入材／塗布材）
・微粒子セメント（注入材／シール材）
・注入シリンダー（注入器具）
・打込みプラグ（注入器具）
・止水セメント（充填材）

適用範囲

ひび割れ幅：0.2mm以上
漏水：なし／あり

作業フロー 実施事項　　

コンクリート表面の汚れ等をケレン、エアーブロアまたは水洗い、
高圧洗浄により掃除する。

ドリル径φ10.5mmの穴を、ひび割れから数ｃｍ離れたところから
鉄筋裏でひび割れと交差するよう斜めに削孔する。
削孔内部の切り粉をエアーブロアー等により除去する。

削孔した注入口に打込みプラグを木ハンマー等により打ち込む。
注入時漏れることがないよう、取付状況を確認する。

ひび割れ表面に沿ってＣＳ－２１（200g／㎡）をハケ等で塗布し、
追っかけで微粒子セメントの固練りをすり込む。
微粒子セメントが固まるまでに削り、平坦に仕上げる。

ＣＳ－２１を充填した注入シリンダーを打込みプラグに取り付け、
ＣＳ－２１を先行注入する。

微粒子セメント ＣＳ－２１を注入した注入シリンダーを取り外し、微粒子セメント
注入 を充填した注入シリンダーを打込みプラグに取り付け、微粒子セメ

ントを注入する。

注入材硬化後、打込みプラグの頭部をハンマー等で叩いて折り取る。
注入口にＣＳ－２１を散布し、止水セメントを充填する。
止水セメントが固まるまでに削り、平坦に仕上げる。

表面乾燥状態で、ＣＳ－２１：２００ｇ/ｍ2（ロスを含まない）を
ひび割れ表面にハケ等で塗布する。

表面の指触乾燥確認後、粘度調整のため、水：１５０ｇ/ｍ2程度を
噴霧器等で散布し、散水により溶解した表面のＣＳ－２１をローラ
ーまたはコテバケで塗布し、浸透させる。

湿潤散水後、表面の指触乾燥を確認し、施工完了。

下地処理

注入口削孔

打込みプラグ取付

ＣＳ－２１塗布

湿潤散水

ひび割れシール

ＣＳ－２１注入

打込みプラグ撤去

打込みプラグ注入孔

CS-21
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ＣＳ－２１注入工法：漏水補修（低圧注入、打込プラグ）

注意事項

汚れを残すと、ＣＳ－２１がそれを固めてしまい除去することが困
難になる。

目安としては、角度約60°、深さ約80mm、間隔約250mm。
ひび割れに対し千鳥状に削孔する。

取り付けた打込みプラグに緩みがある場合、シールテープを巻いて
打ち込む。

ＣＳ－２１は目安として、幅約50mmで塗布する。
塗布したＣＳ－２１が乾かないうちに、微粒子セメントの固練りを
すり込む。
充填材が完全に固化してしまうと、除去することが困難になる。
美観を重視する場合は、表面に付着し残った分は、サンドペーパー
等で除去する。

勾配の低い方から注入し、隣接する勾配の高い注入口からの材料流
出を確認して、順次勾配の高い方へ移動し注入していく。

ＣＳ－２１注入と同様に、勾配の低い方から注入し、順次勾配の高
注入 い方へ移動し注入していく。

注入口に残った打込みプラグが飛び出す場合は、中に叩き込んでお
く。充填材が完全に固化してしまうと、除去することが困難になる。

部分補修の目安としては、ひび割れを中心に幅約100mmで塗布する。
部材全面を塗布する場合は、適用する塗布工法の手順に準拠する。

過度の噴霧により塗布した材料を流さないようにする。散水により
溶解した表面のＣＳ－２１を吸い込みの良い場所に移動させ、ロー
ラーまたはコテバケで擦り込むように塗布する。

※　耐久性・水密性向上対策としては、打込みプラグ撤去後の部材全面を塗布を推奨。

下地処理

注入口削孔

打込みプラグ取付

ＣＳ－２１塗布

湿潤散水

ひび割れシール

ＣＳ－２１注入

微粒子セメント

打込みプラグ撤去
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ＣＳ－２１漏水補修工法

ＣＳ－２１注入工法（ＣＳ－２１＋ＣＡ－２１注入／パッカープラグ使用）

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１（注入材）
・ＣＡ－２１（注入補助剤）
・パッカープラグ（注入器具）
・グリスガン（注入器具）
・ジャバラカートリッジ（注入器具）
・止水セメント（充填材）

適用範囲

漏水：あり（高圧）

作業フロー 実施事項　　

コンクリート表面の汚れ等をケレン、エアーブロアまたは水洗い、
高圧洗浄により掃除する。

ひび割れから数ｃｍ離れたところから、鉄筋裏でひび割れと交差
するよう斜めに削孔する。
削孔内部の切り粉をエアーブロアー等により除去する。

削孔した注入口にパッカープラグを取付ける。
注入時漏れることがないよう、取付状況を確認する。

ＣＳ－２１を充填した注入カートリッジを、パッカープラグに取
り付け、グリスガン等によりＣＳ－２１を先行注入する。

ＣＳ－２１を注入した注入カートリッジを取り外し、ＣＡ－２１
を充填した注入カートリッジを注入プラグに取り付け、ＣＡ－２
１を注入する。

注入完了後、プラグのヘッドを撤去し、注入口に止水セメント等を
充填する。止水セメントが固まるまでに削り、平坦に仕上げる。

表面の清掃を行う。

下地処理

注入口削孔

パッカープラグ
取 付

清 掃

ＣＳ－２１注入

ＣＡ－２１注入

プラグヘッド
撤 去
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ＣＳ－２１注入工法（ＣＳ－２１＋ＣＡ－２１注入／パッカープラグ使用）

注意事項

汚れを残すと、ＣＳ－２１・ＣＡ－２１がそれを固めてしまい除去
することが困難になる。

ひび割れに対し千鳥状に削孔する。
目安としては、間隔を約250mm（ひび割れ部）で削孔する。

注入時に圧力がかかるため、プラグにゆるみがないか確認する。

勾配の低い方から注入し、隣接する勾配の高い注入口からの材料流
出を確認して、順次勾配の高い方へ移動し注入していく。

ＣＳ－２１注入と同様に、勾配の低い方から注入し、順次勾配の高
い方へ移動し注入していく。

止水セメントが完全に固化してしまうと、除去することが困難にな
る。

※　耐久性・水密性向上対策としては、注入工完了後、部材全面にＣＳ－２１塗布を推奨。

※　高圧注入の場合には、低圧注入時に比べ、ゲル化が速く、深部まで到達し難くなるため、ＣＳ
　　－２１とＣＡ－２１は別々に注入する。

下地処理

注入口削孔

パッカープラグ
取 付

清 掃

ＣＳ－２１注入

ＣＡ－２１注入

プラグヘッド
撤 去
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ＣＳ－２１漏水補修工法

ＣＳ－２１注入工法（パッカープラグ・高圧ポンプ使用）

概略図 使用材料

・ＣＳ－２１（注入材／塗布材）
・微粒子セメント（注入材／シール材）
・パッカープラグ（注入器具）
・高圧ポンプ（注入器具）
・止水セメント（充填材）

適用範囲

漏水：あり（高圧）

作業フロー 実施事項　　

コンクリート表面の汚れ等をケレン、エアーブロアまたは水洗い、
高圧洗浄により掃除する。

ひび割れから数ｃｍ離れたところから、鉄筋裏でひび割れと交差
するよう斜めに削孔する。
削孔内部の切り粉をエアーブロアー等により除去する。

削孔した注入口にパッカープラグを取付ける。
注入時漏れることがないよう、取付状況を確認する。

ひび割れ表面に沿ってＣＳ－２１（200g／㎡）をハケ等で塗布し、
追っかけで微粒子セメントの固練りをすり込む。
微粒子セメントが固まるまでに削り、平坦に仕上げる。

パッカープラグにノズルを接続し、注入圧を徐々に上げてＣＳ－
２１を先行注入する。

注入材を微粒子セメントに替え、同様に注入する。

注入完了後、プラグのヘッドを撤去し、注入口に止水セメント等を
充填する。止水セメントが固まるまでに削り、平坦に仕上げる。

表面の清掃を行う。

下地処理

注入口削孔

パッカープラグ
取 付

ひび割れシール

ＣＳ－２１注入

微粒子セメント
注入

プラグヘッド
撤 去

清 掃
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ＣＳ－２１注入工法（パッカープラグ・高圧ポンプ使用）

注意事項

汚れを残すと、ＣＳ－２１ＳＰがそれを固めてしまい除去すること
が困難になる。

ひび割れに対し千鳥状に削孔する。
目安としては、間隔を約250mm（ひび割れ部）で削孔する。

注入時に圧力がかかるため、プラグにゆるみがないか確認する。

ＣＳ－２１は目安として、幅約50mmで塗布する。
塗布したＣＳ－２１が乾かないうちに、微粒子セメントの固練りを
すり込む。
充填材が完全に固化してしまうと、除去することが困難になる。
美観を重視する場合は、表面に付着し残った分は、サンドペーパー
等で除去する。

シールが壊れるなどして注入材が噴出する恐れがあるため、圧力の
確認をしながら注入を行う。
勾配の低い方から注入し、隣接する勾配の高い注入口からの材料流
出を確認して、順次勾配の高い方へ移動し注入していく。

所定の配合で練り混ぜた微粒子セメントを裏ごしし、練り玉を除去
して使用する。

止水セメントが完全に固化してしまうと、除去することが困難にな
る。

※　耐久性・水密性向上対策としては、注入工完了後、部材全面にＣＳ－２１塗布を推奨。

下地処理

注入口削孔

パッカープラグ
取 付

ひび割れシール

ＣＳ－２１注入

微粒子セメント
注入

プラグヘッド
撤 去

清 掃
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